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磁気抵抗は， GdC2 と CeC 2 を例外として， ドウ・ジャンヌ因子で整理できることを見い出している。
また，例外的であった PrC2 と GdC 2の磁性は，その結晶構造のひずみと密接に関係していることを明











固溶体Euぷ l- xC 2(R ;La または Gd) の磁性を，不純物電子が占める軌道状態に注目して解明している。












イオンを含む二炭化物固溶体は 2 つのネール温度を持つことを見い出し この特異な現象を合理
的に説明する新しいモデルを提出している。
(3) 二炭化セリウムの磁気的・電気的性質が非常に特異であることを認め この原因をアセチリドイ
オンを介したセリウム聞の超交換相互作用および結品場の効果を導入して解明している。
(4) 二炭化ユウロピウムおよびその固溶体は，キューリー温度近傍で電気抵抗の極大を示すが，この
現象を磁気的ポーラロンの考えに基づいて明らかにしている。またそれらの磁性については，不系竜
物電子が占める軌道状態に注目し解明している。
(5) 層状化合物である希土類二ホウ素二炭化物にむいて，いくつかの超伝導体を見い出すとともに，
磁気的相互作用におよぼす結品構造の低次元性の影響を明らかにしている。
以上のように，本論文は希土類元素炭化物の磁気的・電気的性質に関して幾多の新知見を含み，学
術および応用の両面において，無機材料化学の分野に貢献するところが大きし '0
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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